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令和 4 年度 医学・歯学教育指導者のためのワークショップ実施要綱 

1 趣 旨： 

平成 13 年 3 月に医学・歯学教育モデル・コア・カリキュラム（以下、「コアカリ」という。）

を含む「21 世紀における医学・歯学教育の改善方策について」が報告された。これを受け、医

学・歯学教育改革の確実な定着を図るため、平成 17年から毎年ワークショップを開催し、各医

科大学（医学部）及び歯科大学（歯学部）の教育指導者が直面する具体的な課題について議論

してきた。また、令和 4 年度は、次期医学・歯学コアカリ改訂版の公表・周知が行われる予定

である。 

上記の経緯を踏まえ、今年度は、別紙のとおり、医学・歯学それぞれ 4つのテーマについて、

オンラインでの議論を行う。

2 主 催：文部科学省 

3 協 力：公益財団法人医学教育振興財団、一般社団法人全国医学部長病院長会議、 

国公立大学歯学部長会議、一般社団法人日本私立歯科大学協会、 

公益社団法人医療系大学間共用試験実施評価機構、一般社団法人日本医学教育評価機構 

一般社団法人日本医学教育学会、一般社団法人日本歯科医学教育学会 

4 日 時：令和 4年 7月 27日（水）（オンライン形式） 

（医学）9:30～13:40 （歯学）14:30～17:40 

5 対象者：医科・歯科大学の学長、医学部長、歯学部長、教務責任者 

（※各大学原則１名。ただし、同一 PCより複数名傍聴することも可。） 

6 プログラム 

【医学】 

(1)   開  会（9:30～9:40） 

［開会挨拶］文部科学高等教育局医学教育課長    伊藤 史恵 

［来賓挨拶］厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室長   錦 泰司 

(2) 文部科学省説明（9:40～9:50）

「医学・歯学教育等の動向について」

文部科学省高等教育局医学教育課企画官    伊藤 史恵 

(2) 文部科学省説明（9:50～10:00）

「スポーツを通じた健康増進」

スポーツ庁健康スポーツ課長  和田 訓 

(3) 厚生労働省説明（10:00～10:10）

「シームレスな医師養成について」

厚生労働省医政局医事課医師臨床研修推進室企画専門官  小林 綾子 

(4) 医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム令和 3年度報告

令和 4年度改訂版コアカリ（案）報告（10:10～10:20）

医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム座長     小西 靖彦 

(5) イントロダクション（10:20～10:35）

名古屋大学総合医学教育センター教授    錦織 宏 
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―――休憩（10:35～10:45）――― 

(6) グループ別セッション（10:45～13:35）

■グループ討議（10:45～11:45）

■全体報告会 （11:45～13:35）

コーディネーター  北海道大学医学研究院生理系部門生理学分野教授 大場 雄介  

岐阜大学医学教育センター教授 西城 卓也 

長崎大学医学医療教育開発センター教授 松島 加代子 

北海道大学医学研究院教授 高橋 誠 

(7) 閉 会（13:35～13:40）

［閉会挨拶］公益財団法人医学教育振興財団理事長 小川 秀興 

【歯学】 

(1) 開 会（14:30～14:40） 

［開会挨拶］文部科学省高等教育局医学教育課長   伊藤 史恵 

［来賓挨拶］厚生労働省医政局歯科保健課課長    小椋 正之 

(2) 文部科学省説明（14:40～14:50）

「医学・歯学教育等の動向について」

文部科学省高等教育局医学教育課企画官   伊藤 史恵 

(3) 厚生労働省説明（14:50～15:00）

「シームレスな歯科医師養成について」

厚生労働省医政局歯科保健課課長補佐    髙田 淳子 

(4) 歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム令和 3年度報告

令和 4年度改訂版コアカリ（案）報告（15:00～15:10）

歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂等に関する調査研究チーム座長   河野 文昭 

(5) イントロダクション（15:10～15:25）

鹿児島大学大学院医歯学総合研究科教授   田口 則宏 

―――休憩（15:25～15:35）――― 

(6) グループ別セッション（15:35～17:35）

■グループ討議（15:35～16:35）

■全体報告会 （16:35～17:35）

コーディネーター  新潟大学歯学部長  前田 健康 

(7) 閉 会（17:35～17:40）

［閉会挨拶］日本歯科医学教育学会理事長  秋山 仁志 

7  参加者登録 

・参加者については、各大学原則登録は 1アカウントとします（ただし、同一 PCより複数名傍

聴参加も可）。グループ別セッションにおいて自大学の取組を十分に御説明できる方を令和 4

年 5月 13日（金）までに以下登録フォームから御登録ください。また、グループ別セッショ

ンにおけるグループ分けの参考としますので、希望するテーマもあわせて御登録ください。

医学：https://forms.office.com/r/qEsUXi7wJN
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歯学：https://forms.office.com/r/AKD79F7By1 

・なお、前日に開催される医学教育振興財団主催「医学教育指導者フォーラム」の参加者登録

とは異なりますので、御注意いただければ幸いです。

・グループ別セッション以外のプログラムは、医（歯）学部で登録した場合も歯（医）学部のプ

ログラムを傍聴出来ますので、登録フォームの該当欄を選択してください。

８ 御参加される方へのお願い 

・御参加される方は、グループ別セッションにおける議論が充実するよう、予め以下の資料を

お読みいただければ幸いです。（冊子は各大学に配布しており、文部科学省ホームページにも

掲載しております。）

URL：https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/iryou/mext_01484.html

【医学】 

○令和 3年度 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業

医学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する調査研究 令和 3年度成果報告書

【歯学】 

○令和 3年度 大学における医療人養成の在り方に関する調査研究委託事業

歯学教育モデル・コア・カリキュラム改訂に関する調査研究 令和 3年度成果報告書

９ その他 

・後日、全大学及び御参加される方へ事前アンケートを送付いたしますので、御協力をお願い

いたします。

・発表や質疑応答の発言内容、グループ別セッションの成果物及び事前アンケートの結果につ

いては、出席者等に事前確認の上、後日文部科学省ホームページに掲載する予定ですので、

あらかじめ御了承ください。

・クールビズ期間中となりますので、上着、ネクタイの着用は不要です。
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セッションの進め方（医学・歯学）

(1) グループ討議

・4～6名を 1グループとし、割り当てられたテーマについてグループ討議を行う。

・各グループにそれぞれ 1名モデレーターが参加する。

・各グループは担当テーマについて、【議論して欲しいこと（例）】ごとにそれぞれスラ

イド 1～4枚程度にまとめる。

・各テーマの課題には、他のテーマの課題と重なる部分もあり得る。

(2) 全体報告会

・各グループから、作成したスライドに基づき、グループ討議の成果を発表

する（医学：1グループ 3分 歯学：1グループ 6分）。
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 別紙 

グループ別セッションテーマ（医学） 

テーマ 1：研究医養成について

令和 4年度改訂版コアカリの資質・能力に「科学的探究」が記載される予定である。医学におけ

る研究活動の活性化は、医学・医療の更なる進歩を促す人材育成のために重要である。さらに、基

礎医学、臨床医学、医学教育学、社会医学等、研究分野には多様性があり、医学部学生へ様々なキ

ャリアパスを促進することに重要な役割を果たしている。研究医養成に関する課題や実態について

議論を行うとともに、将来自大学の教員となるような研究医養成ならびにリサーチマインドの醸成

のための方略について検討する。 

テーマ 2：情報に関する教育の課題と実態について

令和 4 年度改訂版コアカリの資質・能力に「情報・科学技術を活かす能力」が追加される予定で

ある。具体的には「発展し続ける情報化社会を理解し、人工知能やビッグデータ等の情報・科学技

術を活用しながら、医療・医学研究を実践する」と言及されているが、現行では「何を教えるか」

「誰が教えるか」が漠然としているという声が各大学からある。この資質・能力に関する教育の現

状やグッドプラクティスを共有するとともに、今後の課題について議論を行う。 

テーマ 3：学外実習での教育体制の整備について

令和 4年度改訂版コアカリの資質・能力に「総合的に患者・生活者をみる姿勢」が追加される予

定である。当該資質・能力を教えるためには、学内のみならず、学外での教育機会が必要になるこ

とが予想される。その場合、学外実習における教員体制の充実化を目的としたファカルティ・ディ

ベロップメント（以下、「FD」という。）が必要となる。学外実習における教育従事者（医師、研修

医、メディカルスタッフ等）を対象とした FD（主に学外）に関する課題や方略について議論を行う。 

テーマ 4：診療参加型臨床実習の充実について

「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正

する法律」では、令和 5年度に共用試験を公的化するとともに、合格した学生は一定の水準が公的

に担保されることから、臨床実習において医行為を行う、いわゆる Student Doctor を法的に位置

付けることとしている。一方、医学生が診療に参加する上で、患者安全への配慮を検討する必要が

ある。診療参加型臨床実習をさらに推進させるために、医学生にどのような医行為を実践させるか

や、患者への周知・同意・相談体制の整備等、現在の実状と課題を議論する。 

5



グループ別セッションテーマ（歯学） 

テーマ 1：情報・科学技術を活かす能力について

医療や研究等の場面で、情報・科学技術を取り扱う際に必要な倫理観と知識をもち、活用するこ

とができる医療人を養成する必要があり、令和 4年度改訂版コアカリの資質・能力に「情報・科学

技術を活かす能力」が追加される予定である。具体的には「発展し続ける情報社会を理解し、人工

知能やビッグデータ活用を含めた高度科学技術を活用していく」と言及されている。この資質・能

力に関する教育の現状やグッドプラクティスを共有するとともに、今後の課題について議論を行う。 

テーマ 2：「総合的に患者・生活者をみる姿勢」に関する教育について

令和 4 年度改訂版コアカリの資質・能力に「総合的に患者・生活者をみる姿勢」が追加される予

定である。高齢者の増加による合併症患者の増加や歯科医師偏在への対応等の社会からの要請を踏

まえると、ひとりひとりの歯科医師の基本的診療能力の向上や、また患者・生活者の心理および社

会文化的背景や家族・地域社会との関係性を踏まえた診療姿勢を身に付けるための教育が必要とな

る。この点に関する取り組みが充実している大学と、これから取り組みを強化する大学等でグルー

プ討議を行うことで、グッドプラクティスの共有や横展開を図る。 

テーマ 3：Student Dentistの法的位置付けにおける診療参加型臨床実習の課題について

「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正す

る法律」では、令和 6年度に共用試験を公的化するとともに、合格した学生は一定の水準が公的に

担保されることから、臨床実習において歯科医行為を行う、いわゆる Student Dentist を法的に位

置付けることとしている。一方、歯学生が診療に参加する上で、患者安全への配慮を検討する必要

がある。診療参加型臨床実習をさらに推進させるために、歯学生にどのような歯科医行為を実践さ

せるかや、患者への周知・同意・相談体制の整備等、現在の実状と課題を議論する。 

テーマ 4：歯科医師としてのプロフェッショナリズム教育について

「プロフェッショナリズム」はコアカリ（平成 28 年度改訂版）に初めて記載され、「歯科医師と

して求められる基本的な資質・能力」の先頭に記載されている。今回の改訂においても「プロフェ

ッショナリズム」は同様に記載予定である。しかしながら、その定義は明確ではなく大まかな概念

が共有されているが、歯学教育において各学年で何をどのように教育するべきか各大学で試行錯誤

を続けていると思われる。今回、プロフェッショナリズム教育に関して方略や評価等、実践してい

るグッドプラクティス等の情報を共有し、課題等について討論を行う。 
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皆さん，こんにちは。ただいま御紹介にあずかりました医学教育課長の伊藤でございま

す。 

 本日は大変お忙しい中，今年度令和 4年度の歯学教育指導者のためのワークショップに

御参加いただきまして，誠にありがとうございます。 

 本ワークショップは平成 17年度から毎年開催しておりまして，歯学教育の教育指導者が

直面する課題を毎年掘り下げて御議論いただく場ということで用意させていただいている

ところでございます。とりわけ行政と，実際に教育指導者として学長そして学部長の方，

また教務責任者の方々が一堂に会して課題を共有して，しかもワークショップで分科会を

設けてさらに議論を掘り下げていく，そしてそれをそれぞれに持ち帰って，我々も行政で

次の施策に生かしていくということで，率直な意見交換ができる貴重な場だと捉えている

ところでございます。 

 今年度はとりわけモデル・コア・カリキュラムの改訂に当たる重要な節目の年というこ

とで，今回はテーマ設定をさせていただいているところでございます。 

 改訂の現状についてお話し申し上げますと，7月 13日の連絡調整委員会におきましてモ

デル・コア・カリキュラムの改訂案が取りまとまりまして，先週 7月 22日からパブリック

コメントを開始しております。今年度冬にはこれらの御意見を踏まえてコア・カリキュラ

ムを決定する予定でございますけれども，本日の議論もしっかり生かしてこの改訂につな

げていきたいと思っておりますので，本日の議論がこの次期コアカリの実装に向けた礎に

なるような活発な討論の場になることに期待とお願いを申し上げます。 

 また，今年度は先ほどコア・カリキュラムの改訂の重要な節目の年と申し上げましたけ

れども，歯学教育全体を見渡しても大きな準備の年というところで，皆様御案内のとおり，

令和 3年，昨年 5月に医療法等の一部改正がありまして，共用試験の公的化，そして臨床

実習におきます歯科医行為について，こちらが法的に位置づけられ，Student Dentist が

法的に位置づけられる法改正がなされました。ますます卒前・卒後の教育のシームレスな

連携が重要になってくるといった大きな節目の年でございます。 

 そういった観点から関係省庁，本日は厚生労働省からも御説明がありますけれども，そ

ういった関係省庁との連携とともに，歯科教育機関としての大学だけではなくて，その先

の関連医療者との連携もますます必要となってくると思いますので，本日は大学当局関係

者だけではなく，関係機関の方々も参画してのワークショップと承知しております。関係

開会挨拶 

文部科学省高等教育局医学教育課長 

伊藤 史恵 
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の皆様方でより広く課題が共有されて，それぞれ取組が充実する場になっていければと思

いますので，御協力いただければと存じます。 

 最後に，本日お忙しい中御参加いただいております来賓の関係機関の皆様方に御礼申し

上げますとともに，参加の皆様方には，ますますこの会が充実し，ひいては歯学教育の充

実に向けて皆様方のお取組が充実される形でつながっていく場になればということでお願

い申し上げまして，私の挨拶とさせていただきたいと思います。本日はどうぞよろしくお

願いします。 
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ただいま御紹介いただきました歯科保健課長の小椋でございます。 

本日，令和 4年度医学・歯学教育指導者のためのワークショップが開催されるに当たり

まして，私から一言御挨拶申し上げたいと思っております。 

まず初めに，皆様方におかれましては，ふだん日頃より厚生労働行政につきまして御理

解，御協力を賜っておりますことに関しまして，この場をお借りいたしまして深く感謝申

し上げたいと思っております。 

厚生労働省といたしまして卒前・卒後の一貫した歯科医師養成を推進していく観点から，

昨年 5月に歯科医師法を改正してございます。その歯科医師法の改正に当たりましては，

まず 1 つ目といたしまして，OSCE，CBT などの共用試験を歯科医師国家試験の受験資格の

要件とする改正を行っております。こちらは令和 8年から実施ということになってござい

ます。 

 それともう一点といたしましては，歯学生が臨床実習において行う歯科医業を法的に位

置づけること。こちらのほうはもともと違法性を阻却しますということで実態としては運

用を行っていたのですが，これを明確に法的に位置づけることを致しております。こちら

は令和 6年からの実施を予定してございます。 

 これらの改正に伴いまして，歯学生の診療参加型の臨床実習がさらに促進されることが

期待されております。それに伴いまして，厚生労働省の予算といたしましても，OSCE の在

り方，評価者養成に係る調査実証事業を予算事業の中で行う予定としてございます。今年

度も何校か大学の先生方に御協力いただいて，データ収集と評価等を行っていきたいと思

っておりますので，御協力いただく先生方にぜひお願いしたいなと思っております。 

 今後ですけれども，まだ来年どうなるか分からないですが，一応来年度は全 29大学にお

きましてその評価等が行えるように，予算要求を行っていきたいと考えているところでご

ざいます。 

 それと歯科医師国家試験でございますけれども，歯科医師国家試験につきましては 4年

に 1 遍の見直しを行っておりまして，4 年に 1 遍の見直しで，先生方に制度改善検討部会

の報告書でありますとか，あるいは歯科医師国家試験の出題基準の見直しを行っていただ

きました。新しい歯科医師国家試験につきましては，次に行われる歯科医師国家試験から

新しい歯科医師国家試験に生まれ変わるという状況になってございます。 

それとあと一つ，先生方に謝罪しなければならない点がございまして，例年ですと歯科

来賓挨拶

厚生労働省医政局歯科保健課長 

小椋 正之 
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医師国家試験は 7 月 1 日に官報公告を行っております。7 月 1 日に官報公告を行っている

のですが，今年度はちょっとコロナの関係とか様々なイレギュラーなことがございまして，

今まだ 7月 1日付の官報公告ができていない状況でございますので，こちらにつきまして

は準備ができ次第，速やかに官報公告を行っていきたいと思っております。 

 あと，歯科医師の臨床研修でございますが，歯科医師臨床研修につきましてはこちらも

5 年に 1 遍見直しを行っておりまして，新しい臨床研修を推進していくため到達目標等の

見直しを行っておりますので，新しい臨床研修を行っていきたいと考えております。 

 いずれにいたしましても，厚生労働省といたしましてはシームレスな歯科医師養成に尽

力していきたいと考えております。そちらのほうも厚生労働省だけでできませんので，文

科省様とも協力させていただいて，密に連携を取りつつ，今後も引き続き対応していきた

いと思っております。 

 最後になりますけれども，本日のワークショップがより充実したものとなりますよう，

今後の歯科医学，歯学教育とか歯科医師の養成が充実したものとなりますよう祈念いたし

まして，私の御挨拶とさせていただきます。どうもありがとうございました。
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私からは歯学教育の直近の課題について，4点ほどお話を申し上げたいと思います。 

 まず 1点目はモデル・コア・カリキュラムの改訂についてお話し申し上げたいと思いま

す。 

そもそもモデル・コア・カリキュラムとはというところを最初に確認させていただけれ

ばと思います。2 項目にございます歯学のモデル・コア・カリキュラムということで，卒

業時までに身につけておくべき必須の実践的診療能力ということで，知識・技能・態度に

関する学修目標を明確化するということで，卒業時までの単位数のおおむね 6割程度を目

安ということで，歯学教育の教育関係者と一緒になってお作りをさせていただいているも

のでございます。 

 これまでも平成 13 年に最初に策定されて以来，累次改訂を重ねてまいりまして，今般の

改訂は第 5期の改訂となるところでございます。そして，今回，医学・歯学・薬学で同時

改訂を迎えることもございまして，今回の改訂に当たっては広く医療職，多職種連携とい

う視点も組み入れながら，同時改訂の機会を生かして，共通でできるものについては実践

していこうということで御検討いただいたという経緯でございます。 

 先ほど冒頭の開会挨拶でも申し上げましたけれども，現時点につきましては，この令和

4 年 7 月で第 4 回の連絡調整委員会におきましてコア・カリキュラムの案をお取りまとめ

いただき，今パブリックコメントに付しているところでございます。そして本日のワーク

ショップでの御意見も頂きながら，最終的に冬の連絡調整委員会でコアカリをまとめ，そ

して今年度中にまとまりましたコア・カリキュラムにつきまして，令和 5年はしっかり周

知を進め，そして令和 6年度の入学生からの適用という工程で進めていければと想定して

おります。 

 連絡調整委員会には，本日御参会の先生方にも御協力いただきながら，案としての整理

を頂いたところでございます。 

 詳細につきましてはこの後，調査研究チームの筆頭で取りまとめていただきました河野

先生に御説明いただく形になりますので，詳細は先生に譲るといたしまして，私からは，

医／歯の求められる基本的な資質・能力でとりわけ新しく提案された点につきまして言及

させていただきたいと思います。 

文部科学省説明 

「 医 学 ・ 歯 学 教 育 等 の 動 向 に つ い て 」 
文部科学省高等教育局医学教育課長 

伊藤 史恵 
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 赤字でございますとおり 2点。「総合的に患者・生活者をみる姿勢」ということで，これ

からの高齢化社会を見ていくときに，やはり複数の疾患を有する者であるとか，介護を受

けながら実際に地域医療で医療を受ける人，そういった方が増えてくることを考えたとき

に，患者を総体としてみる視点がますます必要になってくるという観点で新しい資質・能

力として提案されました。また，新しい技術を生かしてより高度な歯科医療を提供してい

く観点から，6点目にございます「情報・科学技術を活かす能力」，こちらについて新しく

項目が新設されているところでございます。 

 また，とりわけ内容の充実が図られた点に関しましては青字の記載でございまして，9

番目にございます「多職種連携能力」の充実といった観点も含めまして，充実が図られて

いるところでございます。 

 本日，さらに御審議を深めていただきまして，より充実したコア・カリキュラム案の策

定につなげられればと思っておりますので，どうぞよろしくお願いします。 

 大学におけるワクチン接種の促進につきましての協力のお願いでございます。現在第 7

波で大変厳しい状況にございますけれども，こちらにつきまして，とりわけ若者のワクチ

ンの 3回目接種の機会の充実ということで，地域の自治体の接種会場のみならず，若者が

参集する場所としての拠点，大学において接種の機会を充実していくということで，職域

接種の一環として大学拠点接種の促進を昨年来，文部科学省としても進めてきたところで

ございます。 

 その大学拠点におきまして，自学のみならず他学，また学内の関係者の御家族も含めて

多くの地域の方々に対する接種の促進という地域の御貢献をしていただいた場合に関しま

しては，それに必要な経費についての御支援をさせていただくことを昨年から引き続き進

めさせていただいているところでございます。今年度につきましては地域貢献基準への御

支援の内容も充実，昨年に比べまして支援金額についても単価充実をさせていただきなが

ら取り進めておりますので，ぜひこの支援策も活用していただきながら取組を充実してい

ただければと思っております。よろしくお願いします。 

次に歯学教育の改善充実についてというところでございます。 

モデル・コア・カリキュラムにつきましては先ほど申し上げたところでございますけれ

ども，歯学教育全体の卒前・卒後教育の中でも教育の充実につきましては関係者の皆様方

の御支援・御助力もあって，これまでも充実に努めてきたところでございます。今回公的

化の議論もありますけれども，平成 17年に共用試験が始まり，また，コロナの関係で今年

度からの実施となっておりますけれども，歯学教育の分野別評価の充実という取組もなさ

れているところでございます。そして令和 6年から共用試験の公的化が，昨年の法改正を

踏まえてなされる予定と承知しているところでございます。 

 詳細はまた後ほど厚生労働省さんからの御説明の機会もありますので，そちらに譲らせ

ていただくといたしまして，こちらは簡単に申し上げますけれども，先ほど小椋課長から

もお話がありました歯科医師国家試験の受験資格における共用試験の要件化といった観点。
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こちらは令和 8年度からの適用でございます。また、歯科医師国家試験の受験資格という

ことだけではなく，共用試験に合格していることが臨床実習において歯科医療を行うため

の要件とされることが明確に法定化されるところです。今も違法性の阻却をされていると

いうお話もございましたけれども，安心してしっかり臨床実習のさらなる充実に取り組ん

でいただく契機となることだと思っておりますので，今回のコア・カリキュラムの改訂に

おきましても，この診療参加型臨床実習の充実といった観点も踏まえて御審議案を取りま

とめていただいているところでございます。 

 この共用試験の公的化につきましては令和 6年度からの予定となっておりますので，歯

学教育関係者の皆様方におかれましては，共用試験の公的化のための対応への御準備とと

もに，またその共用試験を終えた後の診療参加型の臨床実習をより充実していくための学

内の教育内容の見直し，体制の整備も，ぜひこれを奇貨として御準備いただくことをお願

い申し上げたいと思いますので，この点，付言させていただきたいと思います。よろしく

お願いします。 

 今後の歯科医療提供体制について，全般的な議論を併せて厚生労働省さんでもされてい

るところでございます。こちらにつきましても詳細はまた後ほどの厚生労働省さんの御説

明に譲りたいと思いますけれども，こういったことも視野に入れながら教育の充実を我々

も進めていかなければいけないところを，関心事項ということで共有させていただきたい

と思います。 

 直面する歯学教育の課題について次に御説明申し上げたいと思います。歯科医師国家試

験の合格率でございますけれども，こちらについてとりわけ標準修業年限 6年での新卒の

国家試験合格率を見ますと，こちらの右の項目にございますとおり，必ずしも高い状況で

はないところで，71％国公立，私立大学におきましては平均合格率 47％という状況でござ

いまして，従前よりこういった教育の課題に対して，一層の教育の改善、充実に向けた取

組として，文部科学省でも調査研究協力者会議を設定して，各大学の取組の現状を把握し，

またフォローアップ調査をさせていただき，各大学に課題を共有させていただいていると

ころでございます。 

 令和 2年のフォローアップ調査におきましても，今般のコア・カリキュラムの観点でも，

また診療参加型臨床実習の充実といった先ほどの共用試験の公的化の意義等を考えまして

も、課題が指摘されております。そのほか，こちらに記載のとおり留年・休学率とか学生

の進路，こういった課題も大きいわけでございますけれども，本日のフォーラムと関連し

て，臨床実習の関係をとりわけ取り上げさせていただきたいと思います。 

①にございますように，診療参加型臨床実習の充実といった観点では，自験症例や症例

数の差が学生ごとに大きくあることや，また一連の診療の流れを一人の患者で学ぶといっ

た機会が少ないことについてさらなる充実が求められているところ。こういった課題が令

和 2年のフォローアップ調査でも指摘されています。 

また一方，特色ある優れた取組で，医科歯科連携とチーム医療の充実を意識した臨床実
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習や地域医療を意識した臨床実習の取組，また歯科医師として社会的に必要とされる役割

として死因究明とか災害，そういった役割を意識した臨床実習の実施，また ICTも活用し

た効率的な臨床実習の実施という優れた取組例も共有されているところであります。 

 こういった観点はますますこれから共用試験の公的化を踏まえて，さらに参加型臨床実

習の充実に取り組まなければいけない，今，我々が直面している課題を進めていくのに当

たって，個別の大学，一部の大学様の課題ということではなく，皆さんと共有して，それ

ぞれ皆さんお取り組みいただかなければいけない課題ということで，いま一度ここで共有

させていただきたいと思っております。 

 この令和 2年の調査まとめを踏まえた，さらに大学における取組のヒアリングをさせて

いただいた今年 3月のヒアリング結果を踏まえましても，この臨床実習の充実といった点

につきまして引き続き課題があることもありまして，今後の方向性の 1ポツにもございま

すけれども，しっかり組織として進めていく，実習を統括する組織体制の構築というとこ

ろ，こういった指摘もされておるところでございます。この点につきましても個別の大学

様の，一部の大学様の課題ということだけではなく，まさに全ての大学様への課題という

ことで，この点につきましても共有させていただき，取組の充実をお願いしたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

最後に 2点，駆け足で恐縮ですが，付言させていただきたいと思います。 

 まずは令和 4年度の予算関連でございます。こちらにつきまして令和 4年度の予算と併

せて令和 3年度の補正予算，こちら 3年度の補正予算は 4年度の予算の前倒し実施という

位置づけでございますので，トータルで見ていただきたいと思っております。それぞれ直

近の医療そして歯科医療の課題等に資する支援策ということで取り組ませていただいてい

るところでございます。 

とりわけ一番下のオレンジの令和 3年度補正予算で，こちらにつきましてはコロナ禍で

も従来の実習のレベルを落とすことなく，遠隔的な手法も含めて，またシミュレーター等

の活用も含めて，実習の充実，教育手法の高度化を目指す取組に関して，設備整備の御支

援をさせていただいている予算でございます。こちらにつきましても多くの大学に御申請

いただいたところでございますが，全てにはおつけできなかったのでございますけれども，

16の歯科大学に御支援させていただいているところでございまして，ぜひ今年度速やかに

取組の充実に生かしていただけたらと思っておりますので，よろしくお願いします。 

 最後に，各種要請の中で，こちらも今年度直近の課題について 1点，付言をさせていた

だきたいと思います。オンライン資格確認，マイナンバーカードの利用についてでござい

ます。こちらにつきましては目標，2 番目の丸にございますとおり，令和 5 年 3 月，つま

り今年度末におおむね全ての医療機関で導入することを政府目標として取り組んでいると

ころでございますので，歯学部附属病院におかれても速やかなお取組をお願いしたいとこ

ろでございます。 

次ページのスライドにも支援策を掲載させていただいておりますので，こういった支援
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策も活用していただきながら，速やかに今年度末での整備等に向けて，取組の迅速な対応

をぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 駆け足ですが，歯学教育にまつわる直近の課題について共有させていただきました。今

後とも何とぞよろしくお取組のほどお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 
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